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ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」
で
使
用
し

て
い
た
。
ま
た
平
成
１
８
年
に
発

刊
さ
れ
た
「
長
崎
原
爆
戦
災
誌
第

一
巻 

総
説
編 

改
訂
版
」
で
は
、

従
来
の
模
型
写
真
と
合
わ
せ
、
新

し
く
工
藤
氏
提
供
の
現
物
写
真
の

二
種
類
を
掲
載
し
て
い
る
。 

長
崎
市
と
長
崎
原
爆
資
料
館
は

写
真
資
料
調
査
部
会
の
協
力
を
得

て
、
一
昨
年
、
昨
年
と
二
年
連
続

し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館

で
長
崎
原
爆
関
連
写
真
の
調
査
と

収
集
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動

に
合
わ
せ
写
真
資
料
調
査
部
会
で

は
調
査
ス
タ
ッ
フ
に
、
ぜ
ひ
テ
ニ

ア
ン
島
の
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
写
真
を

探
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
た

が
、
こ
の
要
望
が
実
現
し
テ
ニ
ア

ン
島
の
原
爆
写
真
十
一
点
を
入
手

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
民
間
か
ら
の

提
供
を
受
け
な
く
て
も
、
テ
ニ
ア

ン
島
の
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」
写
真

を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。 

長
崎
原
爆
資
料
館
が
入
手
し
た

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
今
夏
、
長
崎

平
和
推
進
協
会
写
真
資
料
調
査
部

会
が
主
催
し
、（
公
財
）
長
崎
平
和 

推
進
協
会
、
長
崎
市
立
図
書
館
等

と
共
催
し
、
長
崎
市
立
図
書
館
で

開
催
予
定
の
「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写

真
展
」
で
展
示
し
よ
う
と
計
画
し

て
い
る
。 

長
崎
原
爆
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
の
大

き
さ
は
直
径
１
．
５
２
ｍ
、
長
さ

３
．
２
５
ｍ
、
重
さ
４
．
５
ト
ン

と
い
わ
れ
る
が(

長
崎
原
爆
戦
災

誌)

、
展
示
写
真
は
実
物
大
は
無
理

と
し
て
せ
め
て
１
／
２
大
に
拡
大

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

我
々
、
長
崎
市
民
の
頭
上
に
投

下
さ
れ
た
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」、
こ

の
原
爆
の
き
の
こ
雲
の
下
で
７
万

３
８
８
４
人
が
亡
く
な
り
、
７
万

４
９
０
９
人
が
負
傷
し
た
と
い
う

事
実
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
改
め

て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
亡
く
な
っ
た
被
爆
者
の
吉
田

勝
二
さ
ん
は
、
原
爆
に
よ
る
死
傷

者
の
数
は
、“
お
よ
そ
”
と
か
、“
四

捨
五
入
”
で
表
現
す
べ
き
で
は
な

い
と
常
日
頃
語
っ
て
い
た
。
私
も

そ
う
思
う
。
亡
く
な
っ
た
人
、
負

傷
し
た
人
の
数
は
判
明
し
て
い
る

数
字
を
正
確
に
伝
え
る
べ
き
だ
と

思
う
。 

 
 
 

（
堀
田
武
弘
記
） 

 

長
崎
原
爆
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
の

現
物
写
真
を
、
わ
が
国
で
初
め
て

公
表
し
た
の
は
民
間
人
で
徳
山

高
専
教
授
だ
っ
た
工
藤
洋
三
氏

の
よ
う
で
、
２
０
０
５
年
に
自
費

出
版
し
た
「
写
真
が
語
る
原
爆
投

下 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
も

た
ら
し
た
側
の
全
記
録
」
に
掲
載

し
た
。
こ
の
写
真
は
米
本
土
か
ら

巡
洋
艦
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス

や
米
軍
輸
送
機
Ｃ
５
４
に
よ
っ

て
、
７
月
２
６
日
か
ら
８
月
２
日

に
か
け
て
、
Ｂ
２
９
の
発
進
基
地

で
あ
る
南
太
平
洋
テ
ニ
ア
ン
島

に
運
び
込
ま
れ
た
広
島
と
長
崎

原
爆
の
部
品
を
組
み
立
て
て
い

る
様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ

る
。
写
真
で
は
組
み
立
て
が
終
わ

っ
た
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
本
体
に
塗

装
、
あ
る
い
は
関
係
者
や
搭
乗
員

が
サ
イ
ン
す
る
様
子
を
写
し
て

い
る
。 

こ
の
写
真
が
公
表
さ
れ
た
後
、

写
真
資
料
調
査
部
会
で
は
展
示

す
る
写
真
が
模
型
の
写
真
で
は

お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
工
藤

氏
の
提
供
を
受
け
フ
ァ
ッ
ト
マ

ン
現
物
写
真
を
部
会
主
催
の
「
ナ 

 

そ
の
後
の
「
写
真
資
料
調
査
部
会
」 

も
当
然
こ
の
写
真
を
所
蔵
し
て
い
な

か
っ
た
。 

こ
の
た
め
写
真
資
料
調
査
部
会
が

行
う
写
真
展
で
使
用
し
て
い
た
の

は
、
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
の
模
型
を
写
し

た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
だ
っ
た
。 

「
長
崎
原
爆
戦
災
誌
第
一
巻 

総

説
編
」
が
発
刊
さ
れ
た
昭
和
５
２
年

当
時
、
長
崎
原
爆
資
料
館
に
は
投
下

前
の
長
崎
原
爆
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」

を
写
し
た
写
真
は
所
蔵
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
写
真
資
料
調
査
部
会
の

前
身
「
長
崎
の
被
爆
写
真
調
査
会
」
、 

写
真
入
手 

テ
ニ
ア
ン
島
に
運
び
込
ま
れ
た
長
崎
原
爆 

「フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」を
組
み
立
て
る
米
兵
た
ち 

  

アメリカ国立公文書館で公開されているテニアン島の

「ファットマン」写真。組み立て、塗装が終わり、運命の

長崎投下は間もなくである。左上は機密解除許可印。 
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記
事
は
、 

「
来
崎
し
た
原
子
爆
弾
専
門
調
査

団
一
行
中
の
某
科
学
者
の
談
に
よ

れ
ば
、
原
子
爆
弾
に
よ
る
長
崎
空
襲

意
図
は
“
全
市
壊
滅
”
を
狙
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
当
時
の
天
候
状
況
に

災
ひ
さ
れ
て
効
果
を
激
減
し
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

当
日
、
予
定
地
点
に
原
子
爆
弾
を

投
下
さ
せ
る
た
め
島
原
上
空
か
ら

侵
入
し
た
Ｂ
２
９
は
、
生
憎
と
長
崎

上
空
を
蔽
（
お
お
）
ふ
た
無
数
の
雲
、

風
向
き
に
禍
（
わ
ざ
わ
ひ
）
さ
れ
、

市
北
部
に
片
寄
っ
た
地
点
で
破
裂

さ
せ
た
結
果
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。 長

崎
空
襲
に
使
用
し
た
原
子
爆

弾
は
実
に
広
島
市
に
使
用
し
た
二

倍
の
威
力
を
有
っ
て
を
り
、
予
定
地

点
で
完
全
に
炸
裂
し
た
場
合
は
優

に
長
崎
全
市
を
壊
滅
さ
せ
得
た
も

の
で
あ
る
。」 

と
報
じ
て
い
る
。 

 

 

終
戦
直
後
に
米
国
科
学
者
が
語

っ
た
「
照
準
地
点
か
ら
外
れ
て
原

爆
は
投
下
さ
れ
た
」
の
談
話
は
、

戦
後
長
い
間
、
人
々
の
間
で
忘
れ

去
ら
れ
て
い
た
。
時
は
経
て
、
こ

の
こ
と
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
の
は

Ｎ
Ｂ
Ｃ
長
崎
放
送
で
あ
る
。
被
爆

か
ら
４
９
年
目
の
平
成
６
年
８

月
、
東
京
の
「
八
王
子
空
襲
を
記

録
す
る
会
」
が
入
手
し
た
長
崎
原

爆
関
連
写
真
を
記
者
が
知
り
、
長

崎
の
投
下
目
標
地
点
は
長
崎
県
庁

を
含
む
旧
市
街
の
ほ
ぼ
中
央
だ
っ

た
と
報
じ
た
。
（
「
長
崎
放
送
５
０

年
史
」） 

発
見
さ
れ
た
写
真
に
記
さ
れ
て

い
る
縦
軸
、
横
軸
の
数
値
「1

1
4
 

0
6

1

」
が
原
爆
投
下
の
照
準
点
、
こ

の
数
値
を
座
標
が
入
っ
た
空
撮
地

図
と
照
合
す
る
と
、
そ
の
地
点
が

中
島
川
に
か
か
る
「
常
盤
橋
」「
市

電
賑
橋
鉄
橋
」
附
近
に
該
当
す
る
。 

も
し
照
準
点
通
り
に
投
下
さ
れ

て
い
た
ら
長
崎
新
聞
（
当
時
）
が

報
じ
た
通
り
、「
優
に
長
崎
全
市
を

壊
滅
さ
せ
得
た
も
の
で
あ
る
」
の

記
事
通
り
に
な
っ
て
い
た
の
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。 

（
堀
田
武
弘
記
） 

                

 

「雲
の
た
め
“投
下
”狂
う 

 

全
滅
を
免
れ
た
長
崎 

 

爆
弾
威
力
は
広
島
の
二
倍 

 
 

来
崎
の
米
科
学
者
談
」 

こ
の
見
出
し
で
原
爆
投
下
照
準

点
を
報
じ
た
の
は
、
敗
戦
か
ら
間

も
な
い
昭
和
２
０
年
９
月
１
６
日

付
の
「
長
崎
新
聞
」(

当
時)

で
あ
る
。 

 

 

昭
和
２
０
年
の
新
聞
か
ら 

 
 

進
駐
軍
随
行
科
学
者
が
語
っ
た
当
初
の
原
子
爆
弾
投
下
照
準
点 

長
崎
市
中
心
部
の
「
賑
橋
」
一
帯 

全
市
壊
滅
を
狙
う 

 

旧市街地中心部の空撮。写真左上からカーブし下中央に流れる中島川。

矢印が投下目標だった賑橋付近。下中央・中島川河口、左・大波止、右・出

島岸壁、中央カーブの内側が長崎県庁廃墟。 

 

即
ち
米
軍
が
企
画
し
た
原
子
爆

弾
の
炸
裂
位
置
は
、
浦
上
地
区
と
市

中
心
地
区
、
及
び
対
岸
地
区
を
結
ぶ

中
央
位
置
、
即
ち
長
崎
市
の
“
要
”

の
地
点
で
あ
る
長
崎
県
庁
と
三
菱

長
崎
造
船
所
を
結
ぶ
線
の
ほ
ぼ
中

央
を
予
定
し
、
こ
の
た
め
米
軍
搭
乗

員
は
十
日
余
り
も
精
密
な
長
崎
市

街
地
図
と
首
っ
引
き
で
研
究
し
、
一

方
で
は
数
回
に
わ
た
っ
て
長
崎
上

空
を
実
際
に
偵
察
行
動
し
た
の
で

あ
っ
た
。 

 

当初の原子爆弾照準点は長崎市中心部の「賑橋」一帯

を報じる長崎新聞（昭和 20 年 9 月 16 日付 当時） 
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原
子
爆
弾
投
下
照
準
点
は
長
崎

市
中
心
部
に
位
置
し
て
い
た
と
報

じ
た
「
長
崎
新
聞
」（
昭
和
２
０
年

９
月
１
６
日
付
）
の
同
じ
紙
面
に
、

長
崎
新
聞
記
者
が
岡
田
寿
吉
・
長

崎
市
長
（
当
時
）
に
戦
災
復
興
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て

い
る
。
見
出
し
は
「
苦
難
の
途
、

長
崎
再
建 

復
旧
だ
け
に
一
億
円 

岡
田
市
長
に
聴
く
“
構
想
”」 

「
原
子
爆
弾
の
被
害
と
引
き
続

く
敗
戦
の
大
き
な
悲
し
み
に
打
ち

の
め
さ
れ
た
我
等
の
長
崎
市
は
、

今
な
ほ
戦
災
の
痛
ま
し
い
姿
を
そ

の
ま
ま
に
暗
い
沈
黙
を
続
け
つ
つ

あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
深
刻
な
こ

の
戦
災
の
痛
手
は
、
果
し
て
如
何

に
し
て
癒
や
し
、
何
時
の
日
に
立

ち
上
り
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。
か

つ
て
の
華
や
か
な
ミ
ナ
ト
長
崎
の 

面
影
を
し
の
び
つ
つ
、
建
設
の
構

想
を
求
め
て
十
四
日
、
岡
田
市
長

を
訪
ね
た
。
以
下
、
市
長
が
語
る

長
崎
再
建
の
構
想
―
―
―
。 

△
大
長
崎
建
設
の
百
年
の
構
想

を
求
め
る
こ
と
も
よ
い
が
、
市
内

で
雨
漏
り
の
し
な
い
家
は
な
い
と

い
ふ
現
実
を
凝
視
し
た
時
、
ま
ず

現
実
の
復
興
応
急
手
当
が
急
務
で

は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
意
味
か
ら

差
し
当
り
必
要
な
施
設
と
し
て
火

葬
場
、
伝
染
病
院
の
新
設
、
学
校

校
舎
の
修
理
、
倉
庫
の
設
備
、
漁

港
と
し
て
の
魚
市
場
建
設
等
に
手

を
つ
け
る
べ
き
だ
。
さ
ら
に
市
道 

 

や
橋
梁
の
修
理
も
絶
対
に
早
急
の

問
題
で
あ
る
。
兎
に
角
、
大
ま
か 

な
勘
定
で
は
あ
る
が
市
関
係
の
復

旧
費
だ
け
で
も
一
億
円
の
財
源
が

必
要
で
あ
る
。 

△
一
億
円
と
い
う
厖
大(

ぼ
う
だ

い)

な
復
旧
の
費
用
は
実
に
現
在
の

市
予
算
の
約
十
年
分
で
、
か
つ
て

の
長
崎
を
再
建
す
る
た
め
に
は
財

政
的
に
非
常
な
苦
し
み
を
甘
受
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
三
菱
、
川

南
を
は
じ
め
各
種
工
場
の
縮
少
と

市
民
の
減
か
ら
し
て
、
税
収
入
や

水
道
を
は
じ
め
各
種
使
用
料
金
の

半
減
を
予
想
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、 

 

余
程
、
市
民
が
覚
悟
し
て
か
か
ら

ね
ば
建
設
ど
こ
ろ
か
復
興
も
で
き

な
い
。
全
国
ほ
と
ん
ど
の
都
市
が

戦
災
を
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、

政
府
の
補
助
に
も
期
待
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
わ
ず
か
に
起
債

に
頼
み
を
か
け
る
位
の
も
の
だ
。 

△
ど
ん
な
苦
し
み
を
排
除
し
て

で
も
我
等
は
長
崎
ッ
子
の
名
に
お

い
て
、
こ
の
戦
災
の
痛
手
を
癒
や

し
郷
土
再
建
の
実
を
あ
げ
ね
ば
な

ら
ぬ
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
自

力
更
生
の
覚
悟
を
も
っ
て
恵
ま
れ

た
水
産
長
崎
の
真
価
を
顕
現(

け
ん

げ
ん)

し
、
更
に
食
糧
確
保
の
空
地

菜
園
化
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

 

テニアン島に運び込まれ組み立てが終わった

「ファットマン」 

弾頭に自身の名前をサインする主要関係者の一

人・ラムジー博士。のちにノーベル物理学賞受賞 

 

 原爆本体には多くの人が自分の名前等を書き

込んだ 

ピットに運ばれ、B29 に積み込みを待つ「ファット

マン」、本体は機密保持のため“ほろ”で覆われ

ている。(参考・工藤洋三氏著書より) 

昭
和
２
０
年
の
長
崎
新
聞 

岡
田
寿
吉
・長
崎
市
長(

当
時)

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

戦
災
復
興
に
長
崎
市
予
算
の
十
年
分 

“市
内
で
雨
漏
り
の
し
な
い
家
屋
は
皆
無
” 

 

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
収
集
し
た
二
〇
〇
〇
枚
の
写
真
か
ら
③ 

 

テ
ニ
ア
ン
島
の
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン 

 

（担
当 

: 

堀
田
武
弘
） 
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写
真
資
料
調
査
部
会
の
会
報

「
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
で
は
今
年

に
入
り
、
各
新
聞
社
の
協
力
を
得

て
終
戦
前
後
の
紙
面
を
利
用
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。 

当
時
は
戦
時
体
制
の
た
め
、
軍

の
命
令
に
よ
り
新
聞
社
の
統
合
が

行
わ
れ
て
い
る
。
長
崎
新
聞
社
史

「
激
動
を
伝
え
て
一
世
紀
」（
平
成

１
３
年
発
行
）
に
記
さ
れ
て
い
る

当
時
の
事
情
を
「
社
史
」
年
表
に

見
る
。 

 

昭
和
１
７
年
４
月
１
日 

（
県
内
で
発
行
さ
れ
て
い
た
）「
長

崎
日
日
」
「
長
崎
民
友
」
、
佐
世
保

の
「
軍
港
新
聞
」
、
島
原
の
「
島
原

新
聞
」
が
強
制
統
合
さ
れ
、「
長
崎

日
報
」
と
し
て
発
足
。 

 

昭
和
２
０
年
７
月
１
日 

 

「
長
崎
日
報
」
を
「
長
崎
新
聞
」

と
改
題
、
県
内
移
入
の
「
毎
日
」「
朝

日
」
分
を
合
同
発
行
、
題
字
下
に 

「
讀
売
」
「
毎
日
」「
朝
日
」
の
ミ 

 

ニ
題
字
付
く
。 

 

昭
和
２
０
年
８
月
９
日 

原
爆
で
大
村
町
の
社
屋
全
焼
、

新
聞
発
行
不
能
に
。
出
島
の
旧
長

崎
民
友
社
屋
に
移
転
。
印
刷
を
（
福

岡
市
の
）「
西
日
本
新
聞
」
に
依
頼
、

発
行
。 

 

な
お
長
崎
新
聞
社
史
は
、
こ
の

他
に
非
常
態
勢
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
。 

「
新
聞
界
は
終
戦
直
前
、
全
国

の
新
聞
社
社
長
会
議
を
開
き
、
空

襲
の
た
め
一
つ
の
新
聞
社
が
破
壊

さ
れ
た
場
合
、
他
社
で
印
刷
、
発

行
で
き
る
よ
う
相
互
協
定
を
結
ぶ

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
た
。
長

崎
新
聞
社
は
西
日
本
新
聞
社
と
協

定
を
結
ん
で
い
た
た
め
、
十
日
付

か
ら
題
字
だ
け
を
「
長
崎
新
聞
」

に
切
り
替
え
て
、
「
西
日
本
新
聞

社
」
で
印
刷
し
て
も
ら
い
読
者
に

配
布
し
た
」 

と
記
し
て
い
る
。 

 

原
爆
投
下
を
報
じ
た
昭
和
２
０

年
８
月
１
０
日
付
「
長
崎
新
聞
」

は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
福

岡
の
西
日
本
新
聞
社
で
印
刷
し
、

題
号
だ
け
を
「
長
崎
新
聞
」
と
し

読
者
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。（
＊
長
崎
新
聞
と
西
日
本
新
聞

は
題
字
の
み
が
違
い
、
記
事
は
同

じ
紙
面
）
こ
の
よ
う
な
状
態
は
お

よ
そ
一
か
月
間
続
き
「
長
崎
新
聞
」

は
翌
９
月
１
４
日
か
ら
自
力
印
刷

に
戻
っ
た
。 

原
爆
に
よ
る
火
災
で
県
庁
周
辺

に
あ
っ
た
大
村
町
の
西
日
本
新
聞

社
長
崎
支
局
、
外
浦
町
の
朝
日
新

聞
社
長
崎
支
局
も
類
焼
し
た
。 

 【下
写
真
・二
紙
】 

長
崎
に
「
新
型
爆
弾
」
投
下
を

報
じ
る
昭
和
２
０
年
８
月
１
０
日

付
の
、
右
・
西
日
本
新
聞
、
左
・

長
崎
新
聞
。
題
字
の
み
が
違
う
だ

け
で
記
事
は
同
じ
。 

（
協
力
・
長
崎
新
聞
社
・
西
日
本

新
聞
社 

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

所
蔵
） 

   

戦
時
体
制
下
・終
戦
前
後
の
新
聞 

 
 

新
型
爆
弾
投
下
を
報
じ
る
地
元
紙 

 


